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研究の目的

皮膚付属器癌は、各医療施設で経験できる症例数が極めて限られており、その診断技術には各施設により大きな差がある。また、日本人における皮膚付属器癌の予後（どれだけ腫瘍で死亡するかなど）は全くわかっていない。そのため、今回日本皮膚悪性腫瘍学会が中心となり、日本全国の多数の施設から症例を集積して、その診断技術の統一化及び予後の調査を行う。
研究の方法

臨床症状や病理学的検査において皮膚付属器癌である、あるいはその疑いがあると診断され、調査参加に関して同意が得られた患者さんの情報を登録する。平成28年4月～平33年３月の５年間を症例収集期間とする。その後、最終症例が登録後５年経過した時点で、調査は終了する。

登録される情報

年齢、性別、臨床診断名、部位、病変の性状（結節・腫瘤、潰瘍、角化、びらん、膿苔ほか）、腫瘍の大きさ、所属リンパ節、UICCによるTNM分類、検査所見、腫瘍マーカー、画像検査、治療内容、手術（切除マージンを含む）、化学療法、放射線療法、転帰、観察期間、病理標本
個人情報の取扱い

情報の登録先は、帝京大学皮膚科学教室および日本医科大学武蔵小杉病院皮膚科学教室である。個人が特定されない状態で情報を登録する。
お問い合わせ先
海南病院　皮膚科　渡辺正一
電話：0567-65-2511（代表）
